
所

一一
存
…
〈
病

予

防
注

射

村
山内
他
州
よ
り
通
知
が
さ

れ
、
場
合
化
上
つ
て
な

刑

一一

ι臼
守
山h
也
-
ー

あ

り
ま
し
た
か
ら
此
の
は
い
削
令
を
利
せ
ら
れ
る
江

市

一一

t
E
H
L
J
B
3

祭
、
山
L
・な
く
注
射
さ

と
止
?
の
り
'ま
す
れ
ら
に

t
二
一
仁
-
c
d
71

日
二
《

L
-
a
J
F
・、

i1

1

、，

、ー

，F
二
一
五
zd
k
的
手
-
一
寸

7
4
E

れ
る
よ
う
勾
雨
一山州
刊

ノ

仰

注

意

下
さ
い
。

コ

ヨ
一一
a
p
a
-
-
Jく
ん
じ
づ
で

1

J

!

b

u

f
i
f

-
-

在

一一

伊

二
ト
犯
プ
高
ご

1
・r
ま
合
J

(

保
仙
川
術
仕
Jm叫
)

コ

イ
ニ
射
を
仕
一一一施
し
ま
し

た

が

な

お

んゅ了
後
二
十
九
年
度

紀

一

一

附

一一

未
だ
予
防
注
射
の
街
ん
の
?
?
-
注
射
抗
出
を
ハ
実
地
内
一円
時
間
一
〕

一一

附

一一

で
い
な
い
犬
、
及
び
米

J

り
て
い
な
い
犬
え
は
六
月
二
十
五
日
午
前
九

……

L
Z犬
が
多
数
あ
り

弐

そ

の

rち
ら
か
片
方

し

時

上

り

十
一
.時

5
1

一

一一

j
完

全

給

水

に

御

協

力

を

一一

仰

い

十

品

川

1Mru日
以

附

叫

一目

白

川

大

料
収一一

一
日
i

K

44
諜
hr
ら
台
頭
、

一r
i
l
l
'
l
i
l
i
-
-
-
i
i
l
--
1
111
i
l
i
-
-

一

D
-一

y
J入
一三

主

j
し

一ま
し
た
の

で
左
記

r
i
-
-
4
じ
賃
ザ

7
1
J
tfF6
4
r山
で
日
え
ぱ
他
の一

一

幻
二
一
暑
さ
に
向
う

K
従
い
給
水
交
付
尚一
加
致
し

一仰
知
ら
せ
致
し
ま
す
り

一

据
，L
く
よ
う
規
定
し
た
一市
町
村
K
納
税
し
た
こ
'二

一

建

一
一
て
出
h
ら
ま
す
。
原
水

Z限
わ
が
あ
り
ま

一

詑

一

も

な

る

?

5

0

一

に
な
り
ま
す

胸

一

水
一
十
す
の
で
節
水
を
仰
聞
い
設
し
て
居
り
ま
す

一

地
代
友
会
の
統
制
納
付
一

江
お
山
氏

一
正
ぴ
に
奈
しれ
一

昭
和
二
十
八
年
中皮
中

三

一

一
一
一
が
可
夏
期
の
完
全
給
水
実
施

ω鈍
M
K
壮‘

一

木
年
四
月
W
降

‘
川町
仙
一

仁川

ω
筑
出
力
訟
は
な
川
町
一本
市
の
タ
バ
コ
山
吹
訟
は

一

‘
l

!

、

一

る

一
一
左
記

ω
判
決

行

下

さ

い
ま
し
て
、

一

が
人
さ
れ
た
昭
和
二

土

前

話

り

て

改

町

に

七

信

託

千

三
百
に
十
二
万
…

山、3
8
3

''
i
r
r
了

j
1
抵
当

f
一

定
、

一一
・な
-th

一
層

o
rJA
に
仰
協
力
を
仰
防

ν
諒

一

六
年
度
問
主
主
誠
一
札
一

な
っ
て
い
ま
せ
ん
U

で
一五
千
円
土
な
っ

て
お
り
、

一

」
/
巨
人
d
aじ
ず

日一

p
d
U
1
4
-耐
久
也

一

芳

一
一
し
ま
す
。

一

野
十
肝
z
u

特
広
い
ぐ
い
て
計
一

同
没
い
無
い
よ
う
に
手
一枕
金
L
-
一し
て
子
一
一百一一
γ
よ

.
9
芋

Z
D突
本
H
h

長

官

1

一

一慶

一

一

今

般
漏
水
の
減
少
を
目
仙?と
す
る
と
共

一

引
か
え
さ
れ
る
こ
と
花

一

定
し
、
そ
の
法
律
に
州地
一ヤ円
一
万
ヘ
千
円
が
山

FM
t

2
4
E
G
Tぺ
1
イ

T

一
1
1
31

K
、
昨
松
方
の
給
水
松
心
不
打
合
、
又

一

な
?

三
5
4
ぺ

今
川
の

一

.p
じ
な
い
よ
う
に
仰
一川
一ら
れ
ま
し
た
0
・本一寸

v
f

可
h
T
車
内
ニ
コ
、
と

一

は
漏
水
に
て
抑
間
り
の
方
々
小
仰
向
利
を
凶
る
為

一

レぃ

15、
三
り
ず
I
平
一

室
下
さ

つ

よ

け

内

E
L
d
-ト
九『

l
L

q

-

-

-
一口一川
一

'L
ヲ
バ
〈
L
'

一

に、

村
山
貝
を
戸
川一間一
札
、
巡
川
一
殺
さ
せ
ま
雪
山
で

一

抑
止
制
前
川
九
九
郎
制
服
幻
一二
町
計

算

Za怜…
2
wん十
れ
川
一
川
花
園
1
円
で
川
月

刊

森
林
所
有
者
や
墜
芳
晶
子
イ
ア

H
年一
-一
月
三
十

一
?

三

伺
利
川
下
さ
い
の

巡
川

ω
四
割
付
印
刷

的
問
一
九

一

を
比
校
し

t
m
w
A
n
に
b
一仰

不

干
ぃ

3
1u史
?
日
一'T
〉

t
A
M一示
、
i

L

7

L

で
に
左
一
記
の
年
令
の
立
木
を
、
伐
採
す
る
人
、
伐
採
一

目
前
江
お
知
ら
せ
設
し
え
マ

一

い
て
、
従
前

ωね
抑
制
交
河川
住

吉

町

mm一川
町
山
い
れ

M
M
十
五
日円に

な
り
ド

し
よ
う
ξ
思
っ
て
い

る
人
、
他
人
に
立
木
を
同
ら
う

一

な
お
係
日
付
身
分
託
明
書
を
山
川
市
し
、
工
事
授
の

一

が
が
計
抗
一引
を
?
え
る

一下
さ
い
口
(
市
民
間

一交
す
む

…

'と
思

っ
て
い
る
人
甘
口
然
別
で
大
変
忙
し
い
最
中
と

一

領
牧

r
u正
規
の
判
牧
市
を
詐
行
ず
る
こ
正
広
な

一

場
合
付
、
秘
的
の
納
を

一

一

従
〉
て

Hυ
り
ケ
ト
町
、
h

思
い
ま
す
が
六
月
末
日
ま
T
に
伐
持
許
可
申
淀
川
舎
を
一

v
て
h
d
す
の

ぞ
仰
爪
知
下
さ
い

。

一i

H

i
j

i
b
-
旬、
!

i
i
z
i
i
;
i
i
i
1
一市
内
で
グ
仁
川
円
-
川
町
引
?

市、

叉

U
m訴
を
経
由
し
て
抗
出
し
て
下
古
川

一
一
、
開
州
民
政
仰
山
口
げ
か
り
、
し
め
る
こ
正

二
，
q
z
A
J
A
A
J
Y
J
M上
。

一三

三

け

沿

い

そ

れ

…

日

立

問

自

…

間

見

守

す

れ

げ

告

二

、
問

z
r
LこL

一一

制

…

J
しい

十
一
一
一
一
刀
リ
!一一

六

一民

幻

自

立

礼

…

リ4
4

i

て

ご

、
耐
水

L
Atuド水
道
引
に

刊
一一一ぎ

に
一川
知

一
一
と
川

-n
F
F
E
E
d
-
"
t

一こ
と
に
な
り
:
:
、

包
ノ
キ

(
一
二
年
よ
り

R
O
内
ま
て
L

特
伏
、
川
伐

一

ω
こ
'
f

・1
£
問
、
一
円

S

V

?

十け川
、j
〉

'r-〉

J
J
吋
の
品
収
入
?と
一ム7
佼
・

3
:』
'I
-
4
F
J
J
J
F

h
ワ
対

(
一
一
一
年
よ
り
一
五
年
ま
で
)
一九

に

汗

一

J
ir十七
rL
K
L叱
U
Juuru一一
札

U11
一
…
山

一
ら
小
川
幻
一
W
U
V
M
r
ι
1

一市
貯
村
川
引
い
じ
引
い
山
一

マ

ツ

〈
一
六
年
よ
り
一
二

O
年
ま
で
)
一同
計
主

45
三

h
f
Z主
-inH治
ノ

ト
パ
J
1d
川
川
〆
万

一

二

ろ

げ
い
み
川
川
一
山
，
K

一

そ
れ
JT'

ヘロリ
f
e
H
U

グ
や
旅
行
正
…
川
f

り
れ

rT
A什
…

ザ

ツ

(
一
一
年
よ
り

一

1frえ
し
て
下
さ
い

士

め

一

部

改

正

仁

つ

い

て

三

r
j:
ょ

っ

仁

三

↓
パ
ゴ
小
浮

か

ら

日

て

旬

、

主

;

パ

フ

日

…

エ
お
本

F
P
ら
お叩一
一4
1
コυV
J
L

ト
ト
り

E
叩
?
と

ん、
j
i
u
-
-
u
u
u
，

!
日
、い

;
J
一1
1
t
j
-一一
Y

コ
一
パ
リ
・
官
し

，rJ
U
う
/
山
川
川
、
い
い
そ
川一
h
J
J
1
げ一
一円
刀
グ
八
つ

一ハ
か
ら
川

三

キオ
3

7

1
1
ι
叫が
一l
j
H
t
、
:
，じ
P

イ

1

一

九7
が
れ
イ
コ
T
Z，?ん
い

f
寸
寸

i

j

リ
を
も
っ

て
公
一が
川
中
汁
ヨ
し
¥

こ
れ
廿

(
リス

一
Hげを
J

3

4

ん

d
J'
r
J

寸-
引
き
去
す
よ
λ
J
陀

りよr 大村市政 昭和29年6月20日(旬刊)開32号、.J
-
E
a

・
，，.、

6月下旬競
今
後
お
知
ら
ぜ
は
市
民
間
覧
の
代
叶
ノ
γい

第 32 号
/l百和 29 勾~6月20日

編集人大村Tr-:秘書課長
際戸 三政I~

長崎県大村市

発行所大村市役所

'毘話代表E!1替



E
十

t
寸
寸

J

M
h
F
t
-
r
 

…
十
け
と
先
行
乙
次
?

つ
市
政
に
よ
け
，
i
)

は
毎
月
一
日
、
一恥

・

扱

い

め

不

注

意

等

に

よ

下

さ

い

ョ

い

た

い

為

き

ま

す

と

、

害

か

け

る

。

一

い。

一り
抗
亡
、
中
誌
を
起
し
た
本
間

E

U

少
い
と
一五
、
わ
れ
て
功
、
薬
剤
出

一

、
車

一も
F
等
が
多
か
っ
た
為
で

l
ル
を
使
朋
川
れ
る
場
り
ま
す
o

中
毒
症
状
。

一

村
一
地
下
広
埋
め
、
処
置
一

さ
れ
易
く
、
川
叫
に
入
つ

一あ
り
ま
す
わ

合

も
、
赤
?
"
を
立
て
軽
度

ωも
ω
廿
食
一
慾
不
一

す
る
o

一

た
ら
也
に
洗
眼
す
る
o

一瀧
説
明
伊
山
一今
淀
川
内
日
諮
問
…
川
町
一一γ
胴
長
持
主
一
年
諸
説

共

同

て

一

戸

K
ホ
川
ド

一
ω
子
供

ω鑑
ぴ
場
で
あ
れ
y

献
花
治
り
ま
す
、
幅
吐

一@
中
毒
し
た
場
合
の

一
一
万
一M
M
い
出
ノ
↑
c
h
t

l
ル
を
使
用
し
て
六
月
末
一ま
L
た
が
、
今
後
一
府
以
上
胃
臨
一
例
制
・
胸
内

ω
苦
一

応
急
手
富

一
-
分
、
川
肘
れ
則
一則
一
川
一
即
断

迄
に
二
回
、
被
れ
危
〈
回
一
ブ
一申
し
込
へ
ま
し
た
よ
う
に
し
さ
、
限
が
v

か
す
む
二
、
中
毒
h
q
感
じ
た
ら
直
一

水
を
多
量
に
飲
み
、
開

拓
す
る
こ
t
c
k
、
レ
た
し

一非
常
に
危
険
な
薬
剤
を
使
よ
充
れ
、
汗
が
多
く
出
一
ち
に
作
業
を
止
め
安
一静一

の
中
の
も
の
を
吐
き
出

ま
し
も
μ
。

一周
さ
れ
ま
す
の
で
、
入
る
る
棋
な
場
合

U
直
ち
に

一

に
す
る
。

一

す
o

諸
制
M
A
mれ
一町
一
町
村
山肌
・
1…
業
を
近
〈
医
帥

κ連
絡
し
て
山
位
診
一
一
、
作
業
中
広
封
、
飲
一
一
ト
中
毒
に
け
ア
ト
ロ
ピ

に
於

τ性
問
、
氏
名
を

一互

κ
、
L
N

ム
w
iれ
一

を
求
め
て
下
さ
い

一

食
喫
煙
し

τ付
、
な
ら
一

ン
が
特
効
薬
で
あ
一
九
か

一

7

ヘ
-

1

1

一@
薬
剤
直
接
依
用
者

一

な
い
。
飲
食
喫
煙
の
前
一

ら
、
そ
の

三

陸

ぽ

一

位

一

見

M
対
同
一し
い
一
一
一
一
日
繋
剤
が
附
着
一

と

し

τめ

一

丸
切
手
、
忍
石
け
ん
一

背
け
ア
ト
ロ
ピ
斗
州
出

危
害
予
む
上
、
赤

ω較
し
た
場
合
材
、
至
免
、

一

、

t
注

意

事

項

一
一

ふ

れ
九
州
傷
ゆ
め

ι一
〈
一
日
紘
一
れ
れ
ト
ロ

野
仁
日
附
1
M
r
d
M叩
沼

郡

川

レ

日

一
一
を
糾
川
内
探
知
諒
一
が
性
明
日

MM2子
一刀
流
蹴
…
M
M
M
U

ド

一

け
露
出
部
を
少
く
し
一

二

、
同
一
人
の
長
時
間
継
一る
)

{

1
イ

)
7
1
3
1
"

一

メ
カ
ネ
、
マ
ス
グ
を
、

一

統
作
業
廿
避
け
て
下
さ

一

(
農
林
誠
)
一

二
甚
刺
劃
劉
刈
創
盟
国
関

1
一お
旬
、

一
名
の
漏
れ
も
な
一

一
区

隠

陥

岡

俊

区

同

レ

代

ト

|

一山

崎

駐

日

協

同

一

一毎
年
九
月
十
五
日
現
在
で

一

但
し
、
禁
治
産
者
‘
犯

一思
い
ま
す
の
で
、
此

ω刑判一

一基
本
選
皐
人
名
符
を
調
製
一

非
等
に
よ
る
欠
格
事
項
一盗

κ対
し
市
民
各
位
の
金
一

一‘
す
る
と
・
と
に
な
っ
て
お
り
一

に
訟
当
す
る
↓れ
は
除
か

一帽
の
抑
協
力
を
沿
闘
い
致
一

一ま
す
が
、
本
年
む
汐

ω要
一

れ
る
こ
と
に
な
っ
工
お
て
し
ま
今
t

一

釦
に
よ
り
資
杭
者
の
調
査

一

り
ま
す
が
、
こ
の
欠
特
一最
後
に
選
挙
協
恨
の
行
使
は
一

を
行
い
ま
す
の
で
、
お
知
一

事
項
は
近
日
配
布
す
る

一選
山
中
λ
名
簿
K
管
録
さ
れ
一

ら
ぜ
思
し
ま
す。

一

資
持
者
調
査
書
の
裏
商
一て
い
る
こ
止
が
絶
対
の
要
一

一
、
調
杏
要
領

一

に
詳
し
く
禍
故
い
た
し

一件
'
と
な
っ

τお
り
去
す
り

一

ω説
査
現
存
日

一

ま
す口

一言
い
か
え
る
k
選
器
人
名

七
月
寸
五
日

一向
こ
の
基
本
選
母
人
名
簿
一簿
k
w
F録
さ
れ
て
い
な
い

制
調
夜
書
校
出
期
限

一は
、
本
年
十
二
月
二
十
日

一在
、
た
冒
と
え
選
挙
椛
は
、

七
月
二
寸
五
日

一か
ら
翌
年
十
二
月
十
九
日

一あ
っ
て
も
投
票
す
る

こ
正

二
、
費
林
製
作

一迄
の
問
に
行
わ
れ
る
「
公
一が
出
来
な
い
の
で
す
。

昭
和
九
年
十
二
月
二
十
一般
」
の
総

τの
選
挙
に
用

一資
格
調
査
書

ω
提
出
が
無

一
日
迄
に
生
れ
た
日
本
一い
ら
れ
ま
す
が
、
批
判
に
来
一ぃ
'c
守
録
さ
れ
な
い
場
合

国
民
で
本
年
六
月
十
六

一年
は
四
月
に
市
議
会
議
員
一も
あ
り
ま
す

ω
で
資
格
者

日
以
前
か
ら
大
村
市
に

一県
知
事
、
県
議
会
議
員
な

一廿
必
ず
提
出
し
て
下
さ
い

住
所
を
有
す
る
者

一ど
多
数
の
選
挙
も
控
え
て

一

(
選
保
管
問
委
員
会
〉

(2 ) 第:32号(旬刊)りよ昭和29年6月20日

r --

2← 
つ


